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（ 2）a. ＊悪化してある戦況 b. ＊渋滞してある道路
本論においては，これらの漢語動名詞の概念構造を（3）のように想定する。
（ 3）［y BECOME［y BE［AT z］］］








（ 4）a. たくさん作業した。 b. たくさん運動した。


































a. ゲリラを壊滅した。 a’. ゲリラが壊滅した。




















［x CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］→［x＝y CAUSE［y BECOME
























［x CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］→∃x［x CAUSE［y BECOME





（19）a. 財務システムを健全化した。 b. 財務システムが健全化した。















（23）a. ?＊道路が難なく渋滞した。 b. ?＊スキャンダルが難なく発覚した。







































































































［［x DO ACT ON y］CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］
（39）脱使役化が適用される漢語動名詞
１５３漢語動名詞の使役交替
［［x（DO ACT ON y）］CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］
ここで導入した意味述語 DO は，動作主が直接的に制御できる行為を抽象化











（41）［［x（DO ACT ON y）］CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］→
















b. 鉄鋼業界が再生した。 cf. #ひとりでに再生した鉄鋼業界
（45）a. 鈴木研究員が（新薬を使って）トカゲの尻尾を再生した。

























数 DO によって表す（Dowty（1979 : 118）を参照）。
 「イベント」とは特に断りのない限り，本論においては，動詞だけではなく構文
全体が表す意味を指す。
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